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日本企業経営学会 会員各位 

会   長  西田  安慶 

  実行委員長 濵沖 典之 

実行副委員長  新野 正晶 

   実 行 委 員 堂野崎 融 

 

日本企業経営学会 創立 20 周年記念 広島大会 

第 52 回研究部会及び懇親会開催のご案内 

(第 2 報：確定報) 

 

日本企業経営学会 創立 20 周年記念 広島大会 第 52 回研究部会及び懇親会を下記の要

領にて開催いたします。万障お繰り合わせてのご参加をお待ちしています。 

未だ参加申込をされていない方で参加希望の方は，別紙｢第二次参加申込者｣にて事務局

までお申込みください((第 1 報)を受けてすでに参加申込をされている方は再度の参加申込は必要あ

りません)。 

記 

 

１．日    時 2016 年 12 月 24 日(土) 受付 12：05 より 

研究部会 12：25～16：45  懇親会 18：00～20：00 

 

２．研究部会会場  広島 YMCA 国際文化センター 本館 404 室 広島市中区八丁堀 7-11 

                              

３．懇親会会 場  居酒屋 かめ福 広島市中区新天地 1－9   電話: 082-543-2222 

 

４．参  加  費  (1)研究部会費 2,500 円  (2)懇親会費 5,000 円 

 

 

＜研究部会＞ 

〔１発表枠 30 分：発表 20 分，コメント･質疑 10 分〕 

 

       総合司会･進行 濵沖典之 実行委員長  

 

開会挨拶〔12:25～12:30〕西田安慶 学会長      

 

第 1 発表〔12:30～13:00〕岡部勝成(日本文理大学）｢Walp の収支と給付｣ 

司会･コメンテータ 松岡洋行(LEC 東京リーガルマインド大学) 

 

第 2 発表〔13:00～13:30〕宮地晃輔(長崎県立大学)｢日本の造船企業における 

ESG 情報開示フレームワークの検討」 

司会･コメンテータ 高橋和幸(下関市立大学)  
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第 3 発表〔13:30～14:00〕中西良之(北海商科大学)｢IFRS 導入と税務会計との関連性」 

司会･コメンテータ 大澤弘幸(新潟経営大学) 

         

＜休憩＞〔14:00～14:10〕      

 

第 4 発表〔14:10～14:40〕新野正晶(広島文化学園大学) 

｢我が国の制度会計の変遷～この 20 年を振り返って～｣ 

             司会・コメンテータ松岡洋行(LEC 東京リーガルマインド大学)               

 

第 5 発表〔14:40～15:10〕濵沖典之(中央学院大学)｢社会科学としての経営学体系への考察

—税務会計研究の前提として—｣ 

司会･コメンテータ 片上 洋(新潟経営大学) 

         

＜休憩＞〔15:10～15:20〕      

 

第 6 発表〔15:20～15:50〕梅田勝利･堂野崎融(九州共立大学)｢観光まちづくりに向けた 

堀川まちおこし事業の可能性—福岡県中間市の事例—(仮)｣ 

司会･コメンテータ 塚辺博崇(新潟経営大学)         

 

第 7 発表〔15:50～16:20〕松井温文(追手門学院大学)｢所得の二極分化のマーケティング 

への影響—理論的仮説として—｣ 

司会･コメンテータ 伊部泰弘(新潟経営大学) 

 

〔16:20～16:40〕         会員総会 

司会･進行 西田安慶 会長 

(1) 新入会員承認               

(2) 以降の予定 

① 第 53 回 研究部会 2017 年 2 月 25 日(土) 

会場：大阪商業大学 

② 第 54 回 研究部会 2017 年 5 月 13 日(土)  

会場：リサーチコア(公益財団法人燕三条地場産業振興センター) 

③ 第 14 回 全国大会 2017 年 8 月 25 日(金)及び 26 日(土) 

会場：JR 岐阜駅隣接 ハートフルスクェア G(岐阜市生涯学習センター) 

(3) 研究論集について(宮地晃輔 論集編集委員長)    

(4) 会員の増強について 

(5) その他                       

 

閉会挨拶〔16:40～16:45〕  濵沖典之 副理事長 

写真撮影〔17:00～17:10〕    

(移動) 

＜懇親会＞ 

〔18:00～20:00〕              

 

【お願い】 研究発表される方はレジュメ 25 部ご準備ください。 


